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番匠川 流域治水の取組

■第2回 河川協力団体との意見交換【佐伯河川国道事務所】

○ 令和5年4月18日に佐伯河川国道事務所において河川協力団体「番匠川流域ネットワーク」の代表者の方々と流
域治水について2回目の意見交換会を開催

○ 佐伯河川国道事務所（9名）、河川協力団体「番匠川流域ネットワーク」（8名）により、第1回のふりかえりと
前回話題となった戸別貯留について具体事例を紹介し、今後の流域治水の展開についてディスカッションを
行った

■成果
○ 団体からは「地域の農業者で田んぼダムに取組んでいる」ことや、戸別貯留については「これなら個人レベル
でできる」「住民のひとりひとりの意識を高めるのに有効だと思う」「効果を表す工夫を考えていきたい」「と
にかく、やってみよう」など、取組を進める意思を確認した
○ 引き続き、取組の拡散や、効果の出し方等を検討していく

▲意見交換のようす

▲戸別貯留の具体事例を用いて具
体策を議論した



佐伯河川国道事務所

令和５年度 流域治水の取組み

○ 昨今の気候変動による水災害リスクの増加によって、これまでの河川整備等の治水対策だけ
ではなく、番匠川流域で生活するあらゆる関係者（国・県・市・企業・住民等）が協働して
対策を推進

○ 令和５年度は番匠川支川久留須川において、河川協力団体（番匠川流域ネットワーク）代表の
平野氏が地域を巻き込み「田んぼダム」を試行（実施主体：大分県）

■農業者による「田んぼダム」の取り組み（水田の貯留機能向上）

▼面積は約６㏊

直轄区間

田んぼダム



水防災意識の向上と防災情報の的確な収集・伝達・理解・共有を推進するための取組【防災意識の啓発】

■自分自身の防災行動計画表～マイ・タイムラインづくり～【佐伯河川国道事務所】

○ 令和4年11月15日に佐伯市立鶴岡小学校において「マイ・タイムラインづくり」を開催
○ 佐伯河川国道事務所（5名）、大分県（2名）、佐伯市（2名）、河川協力団体「番匠川流域ネットワーク」（1

名）による関係機関で連携して、4年生3クラス94名を対象に行った
○ 関東地方整備局 下館河川事務所が考案したマイ・タイムライン普及ツール「逃げキッド」と解説ビデオを活

用し、近年の災害、番匠川の洪水、気候の変動、ハザードマップの見方、河川情報の取り方等を含めて取り組
んだ

■成果
○参加者からは「ハザードマップで自宅の浸水深がわかり、早めの避難が必要だと気づいた」「早めに準備する

ことが大事だと思った」「安全なところへ移動するのが大切だとわかった」「これを活用して避難を考えた
い」などの意見があった

▲ハザードマップで
浸水範囲や避難所等を確認

▼結果報告

▲地元のケーブルテレビ
の取材

▲逃げキッドを活用して
マイ・タイムラインを検討

▲4年1組 ▲4年2組 ▲4年3組
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